


























































































































疫病退散！『えどはくカルチャー 2020夏 江戸の不安と信仰① 病
を避ける図像』」をネットにて公開しています。》
さらにパンフレットにおいては、同じくあまり知られていない
「淡島信仰」についても説明している。
《『国史大辞典』吉川弘文館は「淡島信仰」についてこう記しています。
「和歌山市加太浦の淡島神社の祭神に対する信仰。祭神についていろいろの伝
説が語られているが、この神は住吉神社の妃神で、白帯下（こしけ）の病〔おり
もの〕のためにここに流されたという。そのため婦人の下（しも）の病・安産祈
願・縁結びなどに利益〔りやく〕がある……。岩手県では性神として男の金精様
〔こんせいさま〕に対して女の淡島様を祀っている。……（大藤時彦）」》
そして疱瘡と女性特有の病をめぐる知見を合わせることによって、次のように
記述することが可能となる。すなわちこの三社合殿は、今はその役割が忘れ去ら
れているが、かつては、疱瘡（天然痘）や女性特有の病を治し、稲荷神の力によっ
て運気を向上させる役割を果たしていたのである。
QR１
QR２
121
２．谷保天満宮・嚴島神社
谷保天満宮の境内社には、嚴島神社もある。言うまでもなくこの本社は、《広
島県佐伯郡宮島町にある神社。……祭神は市杵島姫命（いちきしまひめのみこと）、
田心姫（たごりひめ）命、湍津姫（たぎつひめ）命ほか。……推古天皇元年
（五九三）の創祀と伝えられる。特に、平清盛はじめ平氏一門に厚く崇敬され、
……世界遺産に登録されている」──『日本国語大辞典』》。
ただし谷保天満宮の嚴島神社の祭神は、弁天である。この祭神の交替について、
パンフレットにおいては論じておいたが、本稿では割愛し、これが谷保天満宮の
境内社となった経緯について話を移すことにしたい。
そもそもこの社は、江戸時代末期までは、現在の地よりほぼ真西に１キロほど
歩いた地にあった。その地の字名（あざめい）は「石神（しゃくじ）」である。
その御神体は現在、「魂抜き（たまぬき）」の儀
を経たうえで、谷保天満宮にて保存されている。
その貴重な写真を社務所の許可を経た上で、パ
ンフレットに掲載した。
なおこれは世間的にあまり知られていないことであるが、この谷保の地は、縄
文時代、さらには先土器時代の遺跡が発見されており、恐らくこの石棒は、縄文
時代中期に作成されたと推定されており、2012年には、市内の緑川東遺跡より、
１ｍ以上もある石棒が４本並べられた形で出土し、2017年に国の重要文化財とし
て認定されている。それゆえ上述の石棒は、弥生時代になってから、「石神様」
と呼ばれる豊穣の神として祀られてきた。そして明治期に入り、廃仏毀釈と同時
に神社の整理統合が行われるなか、谷保天満宮に嚴島神社として包摂されたと想
定される。
３．石棒と人面把手付き土器
国立市の縄文時代中期の遺跡からは、写真３の調理用土器も出
土している。いわゆる壺になっている部分にて具材を煮るための道
具である。そして把手のように人面が付けられているのが特徴で
あり、これは日本の他の地域でも出土し、人面の他に、乳房、ある
いは赤子が付けられていたりして、明らかに女性を表している。
つまり女性が胎児を宿して育むように、食物を腹に宿し、産み出すという論理
である。もちろんこれは仮説の域を出ることはないが、ほぼ定説となっている。
しかし国立市にて出土したこの土器には、他の地域の人面把手付き土器と大き
な違いがある。それは、他の地では人面が内側、つまり自分の腹の方に向いてい
るのに対して、国立市出土のものは、外側を向いていることである。
自分の足で歩き、肌で感じることを目的とする「時層のたび」にて、この土器
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に出遭ったとき思い浮かんだのが、次のことである。
《縄文の世から男女共同参画のまち国立。社会向けの顔をもつ（=ものを言う）
女性の活躍するまち国立》。
もちろん石棒と人面把手付き土器とが、同じく縄文時代中期のものとはいえ、
同時に使われたとの痕跡は一切ない。しかし共同参画をこのパンフレットにても
呼びかけることで通常の観光ガイドとは異なる味付けをした次第である。実際、
女性（神）に対する差別の問題に関してはかなりのページを用いている。
４．浅間堂の謎
こうした「時層のたび」のなかで当初より気になっていたが、内部に入れない
ため、その正体が分からない宗教施設が、青柳稲
荷神社の参道入口の左にある。市販されている地
図には、「浅間堂（せんげんどう）」と記されている。
つまり富士山を御神体として崇める浅間信仰の堂
と思われる建物である。しかしどう見ても神社様
式ではない。そこで訪れること三度目にしてよう
やくその謎が解けた。社寺において名称を記した
扁額（へんがく）が飾られる位置に、浅間堂と確かに記されている。だがよく見
ると、それは扁額ではなく、庶民が自分の名前などを記した紙を貼る、いわゆる
千社札だったのである。では何の建物かと言うと、文献調査の結果、地蔵堂であ
ることが判明した。
こうしたことなどコミュニティの在り方とは何の関係もない。しかし市民が参
加するフェイスブックのグループにて、随時、発見したことや考えたことを記載
していたため、同じ疑問をもつ人がかなりおり、首をかしげていたことが判明し
た。まことにマニアックで地味な活動であるが、市の活性化の一因となることを
願っている。
さいごに──歩くことの重要さ
以上、退職した身の日常を知っていただくため、あれ
これ蘊蓄を傾けた。しかしCOVID-19禍によるステイ
ホームのなか、高齢者の足腰が弱体化することが危惧さ
れる。それだけに、普段、誰もいないことが多く、密に
なることのない社寺を散策することは、多大なる意義を
有すると考え独り悦に入っている。しかも歩けば、さま
ざまな面白いことに出遭い、それを調べることによって、さらに想像が膨らんでゆ
く。このことを、これから到来する超高齢社会に向けて、ここに書き記しておきたい。
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